























































































した人には「病人役割」の権利を必ずしも認めない場合がある（Chalfant and Kurtz 1971），体調
不良の人が実際に医者にかかるかどうかは，様々な社会文化的，社会心理的な過程に依存する
（Kadushin 1966; Suchman 1964; Kasl and Cobb 1966）といった指摘である。
３．ヘルプ−シーキングのモデル化：HBMとSBM
Pasonsのモデル以後，ヘルプ−シーキング行動のモデルとして登場し注目を浴びたのが，Irwin 
Rosenstockの「健康信念モデル」（Health Belief Model; 以下HBMと省略)とRonald Andersenの「社
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